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ハラスメント相談の流れ 
 

本学では、すべての⼈々がお互いに⼈格を認め合い、個⼈として尊重され、快適な⽣活を送ることができるよう努めています。そのため、新
潟薬科⼤学を設置する学校法⼈新潟科学技術学園は「ハラスメント防⽌等に関する規程」を制定し、学園全体でハラスメント防⽌・排除・救済
に取り組んでいます。 

 
ハラスメントにあったと感じた場合は、まずは相談員に相談してください。相談を受け、複数⼈で訴えを聞き対応します。 
なお、相談者の意向を重視し守秘義務のもと対応しますので、安⼼して相談してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助⾔等                 相談・申し⽴て          
 
 
 
 
 

相談者の事案を報告 
                                         調査を必要と認め 
                                         られない場合 
                    
                     
 
                  調査を必要と認めた場合 
                  調査委員会を置く 
 
               

 
 
 
           ・ハラスメント相談員からの報告に基づく 

ハラスメント事案の調査・確認 
           ・理事⻑への事実関係の調査・結果確認 
            の報告及び意⾒の具申 
 
                                         ハラスメント⾏為 
                                         の事実が認められ 
                                         ない場合 
 
 
 
           ハラスメント⾏為の事実が認められた場合                
    

相談者 
（１） 解決策を模索したい時 

ハラスメントを受けている。何とかして欲しい。どうしたらいいか分からない。 
（２） 精神的にサポート、ケアして欲しい時 

ハラスメントを受けていて、継続して相談、サポートをして欲しい。 
（３） 不快に思っていたり、恐怖を感じていたりなど、とにかく相談したい時 

ハラスメントに該当するか分からないけれど、不快な気持ちになっており、どうして良いかわからない。 

学校法⼈新潟科学技術学園理事⻑ 

ハラスメント調査委員会 
（⾮公開） 

学校法⼈新潟科学技術学園理事⻑ 

・すみやかに修学、就労、教育、若しくは研究環境
の改善等を⾏う。 
・周知の徹底及び研修の実施等、適切な防⽌策を講
じる。 
・必要に応じ規程等に則る⼿続きを経て、処分す
ることがある。 
 

ハラスメント相談員 

相談・申し⽴てに⾄った⾏為等
の原因や背景となる要因を解消
するための措置を講じるととも
に、構成員に対し啓発指導を徹
底する。 


